「一般社団法人日本ロジスティクスシステム学会」入会の
ご案内

現代社会に於いてロジスティクスシステムは、広く地球環境や天然資源をも含め、経済、社会、科学技術あるいは生活者に到る全てに有形、無形の係り合いを持って居ります。かかる意味から、ロジスティクスシステムの支援なくして現代社会の成立は不可能であると考えられて居ります。

世界経済はボーダレス経済を前提とした、大競争時代に突入し、国内戦略とグローバル戦略との特性を積極的に活かしつつ、グローバル競争力の強化に力点を移行しなければならない時代に突入しつつあります。

21世紀は、地球全体としてのマルチメディアネットワーク社会の形成を軸として、グローバリゼーションの進展は加速化し、これを支援するロジスティクスは、今日とは比較できないほどその重要性を増しつつあります。特に本来のロジスティクスシステムに加えて、エコ・ロジスティクスシステム、リバース・ロジスティクスシステムあるいはサイバー（ヴァーチャル；仮想）ロジスティクスシステムのポジションは内外経済の中でその比重を益々高め、ロジスティクス競争力の強化こそが来るべきボーダレス大競争時代を克服する主要な因子になるものと確信致して居ります。

周知のように、ロジスティクスシステムは社会科学と自然科学との調和と融合とを恰も車の両輪の如く要請する領域であり、学際的なアプローチが不可欠な領域として成り立つ分野であります。換言すれば、ロジスティクスシステムは都市・環境、情報、機械、O.R、土木・建設、交通、管理、コスト、調査、戦略、人事・組織などについて、サイエンスとエンジニアリングとマネジメントのサイドからシステムとしてインテグレートしなければならないという基本的且つ構造的体質を本来のものとして居ります。

加えて、実態としてのロジスティクスは、リアル及びサイバー・ロジスティクスを含めて理論と実践との結合を強く求めて居ります。すなわち、単なる抽象理論や実践論の探求のみではなくして、抽象理論の具象化と具象的事実の抽象化をも含む研究と実践が要請されているものと推察致して居ります。具体的には学際的見地から理論の研究を極め、その現実への応用を追及する一方、現実実態から謙虚に学び理論的研究へとフィードバックするという相互作用機能を産学官民間にビルトインし、理論と実践の総合的且つ健全な発展を実現することにあります。かかる観点からしますと、社会科学と自然科学の融合を前提として、理論と実践のブリッジ（結合）機能としての役割を担う機関の確立が焦眉の急務であり、これを早期に実現することはロジスティクスに関係する者の責任であり、責務でもあるものと考えて居ります。

そこで、ロジスティクスをロジスティクスとして正面から捉えわが国に於けるロジスティクス理論の研究と実務への応用を第一義的な目的として、併せて、研究成果や理論の内外への伝播、産学官民共同プロジェクトの推進、国際社会に於けるロジスティクス分野でのリーディングエッジテクノロジーのみならず、カッティングエッジテクノロジーの基盤形成とリーダーシップの確立、グローバリゼーションに対応した積極的な国際交流の促進と国際会議の開催を通して国内はもとより広く国際社会発展のために貢献し、寄与すべきであるものと存じて居ります。

高邁な理想を掲げましても、現実的には産学官民一体となってロジスティクスの研究とその実践への応用を学際的に推進し、国内の地域を通して一歩一歩着実に実施し、当該分野の研究と応用の基盤形成確立のために進むべきことが最善の策であるものと考えて居ります。従って、既存の関係学会あるいは関係諸団体とは連絡を密にし、共存共栄を常に念頭において行動する所存で居ります。

上記趣旨につきまして、関係各位のご理解とご賛同を賜り積極的なご参加を切望する次第です。
役員名
▮ 会　長
唐澤    豊 (神奈川大学)

▮ 副会長 (五十音順)
大野　勝久 (愛知工業大学)
片山　  徹 (同志社大学)

片山　  博 (早稲田大学)北岡  正敏 (神奈川大学)


藤本　隆宏 (東京大学)

▮ 設置委員会及び委員長
1.研究委員会　　 　平木秀作(広島修道大学)　  2. 編集委員会　　　北岡 正敏 (神奈川大学)
3. 大会委員会　    中村理(JR貨物リサーチ)   4. 産学交流委員会　片山 博 (早稲田大学)
5. 会員委員会　　　渡邊昭廣(日本大学) 　　　  6. 財務委員会　　　若林敬造(日本大学)

7. 表彰委員会　　　藤本 隆宏 (東京大学)      8. 国際交流委員会  片山　博(早稲田大学)
9. 学生助成委員中村　塁(静岡理工大学)       10. 北海道支部長   相浦宣徳(北海商科大学)
11. 東北支部長     菅原 光政 (岩手県立大学)  12. 関東支部       渡邊昭廣(日本大学)       

13. 中部支部長　佐藤勝尚 (豊橋創造大学)   　　14. 関西支部長　　　　　　　　  15. 中・四国支部長 平木 秀作 (広島修道大学)  16. 九州支部長     塩田 光重 (日鐵運輸㈱)
▮ 理事
相浦宣徳(北海商科大学)　　　　　　　　　　　　徐   祝淇 (別府大学)　　　　　　　　　　　　　
荒木　勉(上智大学)　　　　　　　　　　　　　　菅原 光政 (岩手県立大学)　　　　　　　　　　　　
今泉   淳 (東洋大学)　　　　　　　　　　　　　住吉 和司 (LCA大学院大学)　
石原 良晃 (大島商船高等学校)　　　　　　　　　高桑 宗右ヱ門 (名古屋大学)
圓川 隆夫 (東京工業大学)　　　　　　　　　　　田村 隆善 (愛知工業大学)
太田 雅晴 (大阪市立大学)　　　　　　　　　　　董　彦文(福島大学)
大野 勝久 (愛知工業大学)　　　　　　　　　　　中野  冠(慶応大学)
片山   徹 (同志社大学)　　　　　　　　　　　  中村　理(JR貨物リサーチ)
金指正和　(近畿大学　)　　　　　　　　　　　　中村　塁(静岡理工大学)
片山   博 (早稲田大学)　　　　　　　　　　　　深野宏之(深野技術士)
唐澤   豊 (神奈川大学)　　　　　　　　　　　　藤本 隆宏 (東京大学)
北岡 正敏 (神奈川大学)　　　　　　　　　　　　増井 忠幸 (東京都市大学)
鹿島　茂(中央大学)　　　　　　　　　　　　　　 松井 正之（神奈川大学)

熊本 博光 (京都大学)　　　　　　　　　　　　  山本寿夫(LEC東京リ-ガルマインド大学)
近藤　光男 (徳島大学)　　　　　　　　　　　　 松丸 正延 (神奈川大学)
後藤和男(センコー情報システム)　　　　　　　水野 浩孝 (東海大学)
佐藤 勝尚（豊橋創造大学)　　　　　　　　　　　安田一彦(東北大学)
鈴木邦成　文化ファッション大学大学院　　　　　百合本 勝 (流通経済大学)
塩田 光重 (日鐵運輸)　　　　　　　　　　　　　若林敬造(日本大学)　
下左近武雄(大阪工業大学)　　　　　　　　　　  渡邊昭廣(日本大学)　　
宿　元明　(廣島大学)　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▮ 監事
藤田　裕(産能大学)　　　　　　　　　　　　　　峯　恭一(日本大学)
(平成23年11月１日現在)
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　　　　　　一般社団法人
日本ロジスティクスシステム学会
The Japan Society

of

Logistics Systems

関係学会：
国際ロジスティクス・SCMシステム連盟
アジア・パシフィックロジスティクス・SCMシステム連盟
韓国サプライチェーンマネジメント学会
台湾ロジスティクスシステム学会
一般社団法人日本ロジスティクスシステム学会定款(抜粋)
第１章　総則

（名称）

第1条  当社団は、一般社団法人日本ロジスティクスシステム学会（以下「本会」という。）と称する。

　 ２　本会の英文名は、The Japan Society of Logistics Systemsと称する。

　 ３　本学会の略称は、JSLSと称する。

（事務所）

第2条　本会は、主たる事務所を千葉県習志野市泉町一丁目2番1号に置く。

　 ２　本会は、理事会の議決により、従たる事務所を必要な地に置くことが出来る。

（目的）

第3条　本会は、ロジスティクスシステムの研究及びその発表を通じ、産学交流によって、産業界に寄与することを目的とし、その目的を達成するため、次の事業を行う。

①　年次大会の開催　　　②　部会の開催　　　③　国際会議の開催　　④　産学協同プロジェクトの開催

⑤　研究報告会　　　　　⑥　研究会、講演会、見学会等の開催　　　　⑦　学会誌及び年報、その他刊行物の発行

⑧　ロジスティクスシステムに関する提言　　　⑨　研究の助成　　　　⑩　内外の関連学会及び団体との交流

⑪　その他本会の目的を達成するために必要とする事業

（公告）

第4条　本会の公告方法は、主たる事務所の公衆の見易い場所に掲示する方法とする。

第２章　会員　

（種別）

第5条　当会の会員の種別は、次のとおりとし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。

　　　　①正 会 員:　本会の目的に賛同して入会した個人または団体(その団体に所属している個人を届けること。以下同じ。）

　　　　②準 会 員:　大学院生及び学部生

　　　　③賛助会員:  本会の事業を賛助するために入会した個人または団体

　　　　④名誉会長:　本会の会長とし特に、功労のあった者で理事会において名誉会長として推薦され且つ総会において承認された者。

　　　　⑤顧　 問：  本会の役員において、功労のあった者若しくはこれと同等の知見を持ち本会の更なる発展に寄与する者で理事会において顧問として推薦され且つ総会において承認された者。

（入会）

第6条　会員として入会しようとするものは、理事会が別に定める書類により、申し込みをしなければならない。

　 ２　入会の可否については、理事会において決定し、本人に通知するものとする。

（入会金及び会費）

第7条　会員は、次の入会金及び会費を納入しなければならない。

　 １　入会金:　（10月以降の入会は、半額とする。)

①　正会員    2,000円　　 　　　②　準会員    1,000円

　 ２　会費は、年度単位とし、年度開始時までに前納する。
①　正会員　  年額  10,000円　　②　準会員　  年額　 5,000円　　③　賛助会員　年額　50,000円

　 ３  既納の入会金及び会費は、これを返還しないものとする。

　 ４　名誉会長・顧問は会費を支払はなくて良い。

（会員の資格喪失）

第8条　会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。

①退会したとき。　　②死亡し、若しくは失踪宣告を受け、または会員である団体が消滅したとき。

③1年以上理由なしに会費を滞納したとき。　　④除名されたとき。

第３章　資産及び会計

（事業年度）

第17条  本会の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

（剰余金）

第４章　総　会　

（種類）

第19条　本会の総会は、定時総会及び臨時総会の2種とする。

　　２　前項の総会をもって、一般法人法上の社員総会とする。

（構成）

第20条　総会は、正会員を以って構成する。

２　総会における議決権は、正会員一名につき一個とする。

（権限）

第21条　総会は、法令に定める事項並びにこの定款に定める事項に限り議決をする。

　　２　総会は、次の事項を議決する。

　　　　① 役員の選任及び解任　　　② 役員の報酬の額又はその規定　　　③ 定款の変更　　　④ 各事業年度の事業報告及び決算

　　３　前項にかかわらず、個々の総会においては、あらかじめ理事会において決議した審議事項以外の事項は、議決することができない。

（開催）

第22条　定時総会は、毎事業年度終了後3ヶ月以内に開催する。

２　臨時総会は、次の各号の一に該当する場合には、2ヶ月以内に開催する。

　　　　① 理事が必要と認め、理事会に招集の請求をしたとき。

　　　　② 議決権の10分の1以上を有する正会員から、会議の目的である事項及び招集の理由を記載した書面により、招集の請求が理事会にあったとき。

（招集）

（定足数）

第25条　総会は、正会員の過半数の出席(委任状出席を含む。) がなければ開催することが出来ない。

（議決）

第26条 総会の議事は、法律で定める特別議決事項及びこの定款に特に規定するものを除き、正会員の過半数が出席し、出席した正会員の過半数を以って決する。ただし、総会に出席しない正会員が書面によって議決権を行使することを認める。
（議事録）

第27条　総会の議事については、法令で定めるところにより、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

　　　①　日時及び場所

　　　②　会員（正会員、準会員及び賛助会員別）の現在員数及び出席正会員数(書面表決正会員及び表決委任正会員の場合にあっては、その旨を付記すること。)

　　　③　審議事項及び議決事項　　④　議事の経過の概要及びその結果　　　⑤　議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2名以上が、署名、押印をしなければならない。
第５章　理事・監事及び理事会

第１節　理事・監事

（役員）

第28条　本会に、次の役員を置く。

　　　①　理事　55名以内　　　　　②　監事　　2名以内

　　２　理事のうち、1名を会長とし、6名以内を副会長とすることが出来る。

　　３　会長をもって一般法人法上の代表理事とする。

（選任）

第29条  理事及び監事は総会において、各々選任する。

　　２　会長及び副会長は、理事会において選任する。

　　３　監事は、本会の理事もしくは使用人を兼ねることが出来ない。

（理事の職務・権限）

第30条　理事は、理事会を構成し、この定款に定めるところにより、本会の業務の執行を決定する。

　　２　会長は、本会を代表し、その業務を執行する。

　　３　副会長は、会長を補佐し、本会の業務を執行する。

 (監事の職務・権限)

第31条　監事は、次に掲げる職務を行う。

　　　　①　理事の職務執行の状況を監査すること。　
②　本会の業務並びに財産及び会計の状況を監査すること。

　　　　③　理事会に出席し、必要あると認めるとき意見を述べること。

（任期）

第32条　理事及び監事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時総会の終了のときまでとし、再任を妨げない。

　　２　補充により選任された役員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。

第２節　理事会

（理事会の構成）

第35条　理事会は、すべての理事を以って構成する。

（権限）

第36条  理事会は、この定款に定めるもののほか、次の職務を行う。

　　　　①　総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項の決定　　　②　規則の制定、変更及び廃止に関する事項

　　　　③　各種委員会及び部会の設置の決定　　④　前各号に定めるもののほか、本会の業務執行　　　⑤　理事の職務の執行の監督

　　　　⑥　会長の選任及び解職　　　　　　　　⑦　理事の推薦

(種類及び開催)

第37条　理事会は、通常理事会及び臨時理事会の2種とする。

　　２　通常理事会は、毎事業年度4回開催する。

　　３　臨時理事会は、会長が必要と認めるときに行う。

(招集)

第38条　理事会は会長が招集する。この場合、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面を開催日の一週間前までに、各理事及び監事に対して通知しなければならない。

（議長）

第39条　理事会の議長は、会長がこれに当たる。

（定足数） 

第40条　理事会は、理事の過半数以上の出席がなければ会議を開くことが出来ない。ただし理事長が各理事に対して書面により議決を求めかつ理事の過半数以上の決議がある場合には、会議が成立したものとする。

（議決）

第41条　理事会の議事は、議決に加わることが出来る理事の過半数が出席し、その過半数を以って決する。

第６章　定款の変更、合併及び解散等

（定款の変更）

第42条　この定款は、総会において、議決に加わることの出来る正会員の3分の2以上の議決を得て変更することが出来る。

（合併等）

第43条　本会は、総会において、議決に加わることができる正会員の議決権の3分の2以上の議決により、他の一般社団法人との合併、事業の全部または一部の譲渡をすることが出来る。　

第７章　事務局

（設置等）

第46条　本会の事務を処理するため、事務局を設置する。

　　２　事務局には、事務局長及び必要に応じて職員を置く。

　　３　事務局長は、会長が理事会の承認を得て任免する。
第８章　補則

（委任）

第48条　本定款に定めるもののほか、本会の運営に関して必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。
付則
　　１　事務局には、事務局長及び必要に応じて職員を置く。
一般社団法人日本ロジスティクスシステム学会

住所：〒275-8575 千葉県習志野市泉町1-2-1

日本大学生産工学部マネジメント工学科
若林研究室内

電話：+81(0)47-474-2633
FAX：+81(0)47-474-2633
e-mail：wakabayashi.keizou@nihon-u.ac.jp
URL：jsls.biz.jp　 jsls-world.jp
URL：ifls.biz. 國際ロジスティクス& SCMへのアクセス
入会申込書
【会員の種類】　□正会員, □準会員, □賛助会員

	<自宅>

	住所：〒□□□―□□□□



	氏名：

	電話/FAX：

	e-mail：


	<機関>

	住所：〒□□□―□□□□



	機関：

	役職名：

	電話/FAX：

	e-mail：


【連絡先】　□自宅, □機関, □その他

 その他住所： 〒□□□―□□□□

【会費・振込先】
	会費

	
	入会費
	年会費

	□正会員：
	2,000円
	10,000円

	□準会員：
	1,000円
	5,000円

	□賛助会員：
	
	2口以上(1口 50,000円)

	
	
	

	振込先：
	郵便局
	

	口座番号：
	00110-7-33766
	

	加入者名：
	日本ロジスティクスシステム学会


(平成23年6月7日現在)



The 


J.S.L.S.























